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　　新入組合員歓迎交流会開催！
１２月２日～３日の２日間「ウェルシティ湯河原」において東日本青年部主催の新入組合員歓迎学習交流会が開催されました。どんよりとした曇り空で時より雨まじりという天気でしたが、メンバー持ち前の明るさ？で雨雲を吹き飛ばす勢いで交流を深めました。
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開催にあたって東日本本部高野書記長より情勢報告を受けました。報告の中では国鉄分割民営化当時から現在に至るまでの２０年間、国労と他労組が置かれた情勢と、どのような歴史を歩んできたのかが分かりやすく報告されました。
分割民営化直前に行なわれていた「企業人教育」や「人事交流」では、会社あっての社員（労働者）という思想の元で教育が行なわれてきた事が話されました。
国鉄から民間のＪＲになり収入を上げて「稼ぐ会社」を作り上げるために労働者を競争させていること、そうした教育が当然のように徹底して行なわれてきた事はＪＲ西日本などを見ても明らかであり、２０年経ってもＪＲは変わっていないどころか寧ろ心や体にストレスを抱えるながら現場に立っている労働者が増えている事が報告されました。
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続いての学習会では雑誌「月刊労働組合」編集長の松上敏明さんから「青年労働者の現状と労働組合の役割」と題して資料や事例を交えながら講演していただきました。
派遣や契約社員などの非正規労働者の若者たちが自宅やホテル代わりに利用している「ネットカフェ」は、カフェの会員になっても一晩過ごすのに最低でも１０００円以上はかかるので高いという理由で最近では２４時間営業のマクドナルド等のファーストフード店でコーヒーを飲みながら店内でインターネットをして夜を過ごす人が出てきているようです。

文字通り身を粉にして働いても部屋を借りるお金すら稼げず「ネットカフェ難民」どころか「マック難民」になっている現状・・・これを格差社会の一言で済ませてはいけないと松上さんは言います。
大阪のあるタクシー会社が導入している「リース制賃金」についての話では、１ヶ月の売り上げの中からタクシーの車両管理費・駐車場や光熱費などの諸経費を差し引いたものが実質的な賃金となっているという実態を聞いて一同唖然でした。
いまいちピンと来ないので後で伺って詳しい説明を聞いたのですが、ＪＲに置き換えてみると社員１人に「あなたに１か月間この電車を貸します。交検費用や列車無線の通信費、乗務員宿泊所の光熱費、勾配を登るのに撒く砂の代金も全部あなた持ちです」と言っているようなものだそうです。
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東京では１２月３日から「乗務員の待遇改善のため」の運賃の値上
が実施されましたが、各社横並びで導入されている歩合制賃金・車両の過剰供給状態は、運賃収入の少ないタクシー労働者から「こんな状態では、とてもじゃないがやっていけない」の声が出ています。お客様がタクシーに乗車しても運転手が自分の営業エリアの道路状況を把握していないという話を最近よく聞きます。

あらゆる面において不安定な労働条件・労働環境が不慣れな乗務員や乗務などを生み出す温床になっています。

国土交通省が公表している「自動車運送事業に係る交通事故要因分析」によれば、タクシー・ハイヤーの事故件数が増加している要因として「景気悪化と歩合給を要因とする長時間労働」「規制緩和による競争の激化」「労働条件悪化に伴う激しい人の入れ替わりのためにその地域の事情に詳しい熟練ドライバーの減少」を上げていますが、松上さんは「その規制緩和をしたのはどこでしょう？国土交通省としてここまで正確に分析できるのなら、ドライバーの劣悪な状態を是正するために動くべき」と話します。
講演の最後に「ＪＲの職場も劣悪な労働条件や賃金で働かされていると聞いていますが、会社と労働組合が和解した後も昇進や昇給で未だに差別が残っている事はおかしいです。 労働者に気持ちよく働いてもらった方が会社のためにもなると思うのですが・・・労働環境を改善するためには労働組合が声を上げていかなければなりません。遊びに活動に、一度しかない青年部で今しか出来ない事を思いっきり楽しんで下さい」と締めくくり終了しました。　 
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